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　期末手当の議論にあたっては、大局的な経営の観点から、業績の動向を踏まえつつ、

コスト構造の変化やその推移、足下の景気の見通し、２年連続で実施している賃金改善

が人件費に与える影響、産業界全体の中にあって公益事業としての当社の立ち位置、な

どを総合的に勘案し、判断することが必要である。

　特に、山手線神田・秋葉原間の電化柱倒壊など一連の事象により、安全安定輸送が厳

しく問われ、会社を挙げて信頼回復に努めている現状については、労使ともに重く受け

止めなければならない。

●労働分配率を上げる事が必要。マスコミの報道
　では、役員報酬は上位ランキングに入るが、社員
　は賞与の多いトップ 500 社にも入らないのが実
　態！業績に見合った回答を！

●機械への設備投資だけではなく、人への人的な
　投資をすべきだ！

●ＪＲに働く全ての労働者の底上げに向けた回答
　を！ 過去最高の利益の現状、通期の業績も右
　肩上がりであり、我々の要求をくみ取って欲し
　い！昨年は回答が遅れた中で支払いも遅れた。
　そうしたことのないように求める！

●業績は大きな要素である。会社としては賃金改善
　も２年連続で行っている中で、全体のバランスを
　考えて検討している。

●人への投資、機械への設備投資、どちらも重要
　である。

●組合側の指摘や、会社の考え方も踏まえて慎重
　に検討したい！

安全・安定輸送の確保に日夜努力している社員の思いに
応える回答を！

組合

＜ 会社の考え方、基本的スタンス ＞


